
君
に
勧
む

金
属
腫
…

一
、
謹
ん
で
遠
藤
先
生
を
悼
む

今
冬
は
、
格
別
に
寒
い
冬
で
あ

っ
た
。

遠
藤
先
生
を
失

っ
た
千
代
田
岳
精
会
は
、

北
風
が
弊
を
吹
き
抜
け
る
よ
う
な
厳
し
い

寒
さ
を
感
じ
た
。
遠
藤
先
生
と
千
代
田
岳

目万第

書精流 ロネ→魔

5 年  5 月
口 岳 構 会 蓼 兼

平 成
千 代

会
長
　
飯
田
　
龍
鷹

精
会
、
そ
れ
は
、
教
場
発
足
、
支
部
昇
格
、

千
代
田
岳
精
会
の
発
会
式
、
そ
し
て
毎
年

の
温
習
会
と
、
其
処
に
は
何
時
も
遠
藤
先

生
の
祝
福
と
激
励
と
笑
顔
に
満
ち
た
お
姿

が
あ

っ
た
。
昨
秋
も
又
、
旧
臓
十
二
月
の

千
代
田
温
習
会
に
ご
来
駕
を
と
、
懇
請
申

し
上
げ
、
例
の
明
る
い

「
ハ
イ
承
知
」
と

の
ご
返
答
を
頂
い
た
の
で
し
た
。

更
に
十

一
月
三
日
、
奥
伝
審
査
会
で
は
、

会
員
夫
々
に
、
温
か
い
お
誉
め
の
言
葉
を

頂
戴
し
、
又

「身
体
に
気
を
付
け
て
よ
」

の
心
配
り
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
先

生
が
先
に
逝
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

誠
に
痛
惜
の
極
み
で
す
。

薮
に
、
ご
生
前
の
並
々
な
ら
ぬ
千
代
田

へ
の
心
配
り
と
、
ご
厚
情
に
会
員

一
同
深

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
永
え
に
、

安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。

二
、
花
開
い
て
風
雨
多
し

厳
し
い
冬
だ

っ
た
だ
け
に
、
開
花

を
心

配
し
た
が
、
例
年
通
り
、
桜
は
爛
漫
と
開

い
た
。
今
年
か
ら
全
会
員
の
吟
行
花
見
復

活
、
吟
楽
部
は
用
意
万
端
を
整
え
、
四
月

五
日
を
待

っ
た
。
桜
の
名
所
は
九
段
か
ら

千
鳥

ヶ
淵
、
そ
し
て
市
ヶ
谷
台

へ
と
続
く

が
、

「
花
よ
り
団
子
」
と
は
先
人
の
言
、

も
と
よ
り
、
酒
。
吟
、
花
の
会
で
あ
る
。

吟
楽

一
途
で
あ
る
。
然
し
天
は
全
て
に

く
み
し
て
は
く
れ
な
か

っ
た
。
目
指
す
会

札
手
茂
十
二
年
度
書
清
流
お
標節

場
ま
で
は
土
砂
降
り
の
風
雨
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
千
武
陵
の

「
酒
を
勧
む
」
の
五
絶
の
名
句
を
想
い
出

す
。
そ
の
昔
、
宗
家
や
遠
藤
先
生
と
こ
の

詩
を
吟
じ
つ
ゝ
、
川
崎
の
馴
染
み
の
店
を

歩
い
た
事
を
。

君
に
勧
む
金
鳳
尼

満
酌
辞
す
る
を
須

い
ず

花
関

い
て
風
爾
多
し

人
生
別
拳
足
る

さ
あ
金
色
に
輝
く
杯
、
心
を
込
め
て

一

献
差
し
上
げ
よ
う
。
な
み
な
み
と
注
が
れ

た
酒
。
こ
れ
を
前
に
し
て
、
も
う
十
分
だ

と
断
わ
り
な
さ
る
な
。
花
が
開
い
た
ら
嵐

が
来
る
の
は
、
こ
の
世
の
習
い
。
本
当
に

ま
あ
、
人
生
と
い
う
も
の
は
、
別
れ
に
満

ち
満
ち
て
い
る
こ
と
だ
。

表
は
花
の
嵐
、
正
に
花
も
嵐
も
で
あ
る
。

酒
も
た

っ
ぶ
り
、
精

一
杯
楽
し
む
雰
囲
気

は
出
来
て
い
る
。
な
み
な
み
と
注
が
れ
た

酒
杯
の
情
景
は
想
い
起
こ
す
と
楽
し
い
。

こ
う
し
て
吟
楽
は
続
く
の
だ
が
、
詩
に

も
あ
る
よ
う
に
、
満
開
の
花
に
は
嵐
が
つ

き
も
の
、
酒
を
飲
む
楽
し
さ
も
、
や
が
て

は
別
れ
別
れ
と
な

っ
て
終
わ
る
。

そ
れ
が
人
生
さ
！
と
達
観
し
た
回
振
り

の
裏
に
、
無
限
の
哀
愁
が
漂
う
。

漢
の
武
帝
の
秋
風
の
辞
の

「
歓
楽
極
ま

っ
て
泉
情
多
し
」
は
同
じ
趣
向
。
　

更
に

井
伏
鱒
二
の
名
訳
、
　

コ
ノ
サ
カ
ズ
キ
フ

受
ケ
テ
ク
レ
　
ド
ウ
ゾ
ナ
ミ
ナ
ミ
ツ
ガ
シ

テ
エ
ク
レ
　
ハ
ナ
ニ
ア
ラ
シ
ノ
タ
ト
ェ
モ

ア
ル
ゾ
　
サ
ョ
ナ
ラ
ダ
ケ
ガ
　
人
生
ダ
．
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教
場
長

副
教
場
長

″

鈴
木
　
重
風

城
戸
　
稲
山

佐
藤
　
甲
山

千
代
田
岳
精
会
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

吟
楽
千
代
田
の
実
現

へ
向
眸

”」草へ年疇無蜘は』聯義睡Ｔ審任一員鵜」一◎錬動録嚇長

副
教
場
長
、
部
門
担
当
が
決
ま
り
ま
し
た
二
◎
丸
の
内
女
子
教
場
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
、
事
業
部
門
　
会
の
諸
事
業
の
準
備
、

こ
れ
に
よ
り
機
能
化
が
図
ら
れ
、
よ
り

一　
　
教
場
長
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
琴
風

一　
当
日
の
設
営
全
般
、
弁
当
手
配
、
終
了

教
場
長
　
　
　
　
　
　
井
手
　
樹
風

一　

磯
田
龍
真

（副
会
長
）
　
　
　
　
　
　
一　

大
田
晴
山
リ
ー
ダ
ー

（東
陽
町

副
教
場
長
　
　
　
　
　
大
熊
　
清
風

一　

井
手
樹
風

（丸
の
内
第

一
教
場
長
）
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
教
場
長
）

◎一一幸̈
嚇『̈
舞窄が期待されます。　す一″胸鐸惨棒灘舞罐総舞審舞な畔勁一　難抑舞卿罐機な沖審動新］螂御「

◎
丸
の
内
第
二
教
場

教場長
　　　　　　岩崎　泰風
一　
請鵬鏃爾
｛議
∞離舞
三融場躾
ざ
）
一　
献報解紬
”ガ
｛醇畑弯室教場長）

副
教
場
長
　
　
　
　
　
士
口
川
　
鍾
風

一
三
、
担
当
分
野
が
拡
大
し
て
い
る
研
修
部

一
◇
昇
伝
審
査

◎
　
同
　
草
加
分
室
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
門
に
三
担
当
を
新
設
し
担
当
役
員
を
置

一　

総
括
担
当
　
井
手
樹
風

教
場
長
　

　

（新
任
）
太
田
　
翠
山

一　

き
、
会
員
の
研
修
計
画
の
立
案
、
教
場

一　
　
　
　
　
　
（丸
の
内
第

一
教
場
長
）

一　

の
運
営
を
支
援
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
一　

担
当
教
場
　
丸
の
内
第

一
、
東
陽
町

◎
東
陽
町
教
場

教
場
長
　
　
　
　
　
　
耳
塚
　
昇
山

一　
鈴
木
重
風
リ
ー
ダ
ー

（
ハ
ザ
マ
教
場
長
】
◇
全
国
吟
道
大
会

副
教
場
長
　
　
　
　
　
武
田
　
弘
山

一　
村
上
恒
山
サ
ブ

（清
水
教
場
長
二

　

総
括
担
当
　
士口
川
鍾
風

〃
　
　

　

（新
任
）
太
田
　
晴
山

一　
菅
原
克
山
サ
ブ

（錬
水
教
場
長
二

　
　
　
　
　
　
　
　
（丸
の
内
第
二
副
教
場
長
）

◎
清
数
勒
鵬
　
　
（新
任
）
時
］

申
］
一　
癬
壽
講
］
｝
が
一ノ、神錬
軸
摯
］
恭
け
長
）
一◇
瀧
騨
鈍
場
（柚
闊
Ⅵ
ノ、第
質
嘲
激
鵬
爆

◎
神
躙
勧
場
長
　
　
　
　
　
大
槻
　
鉾
山

一
◇
熱
難
観
罐
向
蜂
罐
卸
会コ
″
解
膨
号
‐
演

一　
総
括
担
当
　
由
（石嫡
は
幅
第
二
教
場
長
）

教
場
長
　
　
　
　
　
　
林
　
　
吾
風

一　

荻
　
裕
山
リ
ー
ダ
ー

（東
陽
町
二

　

担
当
教
場
　
丸
の
内
第
二
、
清
水

副
教
場
長

　

（新
任
）
町
田
　
湧
山

一　
町
田
湧
山
サ
ブ

（神
田
副
教
場
長
）
　

一
五
、
吟
楽
部
門
　
親
和
部
門
を
改
称
し
、

◎
ハ
ザ
マ
教
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
西
川
宗
泉
サ
ブ

（清
水
）
　
　
　
　
　
一　

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
吟
行
会
等
の

◇
詩
歌
研
修
担
当
　
漢
詩
な
ど
吟
詠
す
る

詩
歌
の
知
識
向
上
研
修
会
を
開
催
。

渋
谷
辰
山
リ
ー
ダ
ー

（東
陽
町
）

行
事
の
計
画
運
営
を
担
当
す
る
。

林
　
筑
山
リ
ー
ダ
ー

（丸
の
内
第

一
）

町
田
湧
山
サ
ブ

（神
田
副
教
場
長
）
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西
川
宗
泉
サ
ブ

（清
水
）

六
、
弘
報
部
門

八
日
玉
泉
リ
ー
ダ
ー

（丸
の
内
第
二
）

渋
谷
辰
山
サ
ブ

（東
陽
町
）

七
、
婦
人
部
門

菅
原
琴
風
リ
ー
ダ
ー

（丸
の
内
女
子

教
場
長
）

宍
倉
紫
山
サ
ブ

（丸
の
内
女
子
副
教
場
長
）

八
、
事
務
部
門

八
尾
葉
曲
リ
ー
ダ
ー

（東
陽
町
）

八
日
玉
泉
サ
ブ

（丸
の
内
第
二
）

菊
地
駿
泉
サ
ブ

（東
陽
町
）

九
、
業
務
委
員
会

鈴
木
重
風
委
員
長

（
ハ
ザ
マ
教
場
長
）

赤
根
惇
山
副
委
員
長

（東
陽
町
）

山
口
隆
泉
副
委
員
長

（丸
の
内
第
二
）

□
演
奏
担
当
年
間
計
画

目
標

一
ゝ
各
教
場
２
名
以
上
の
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

演
奏
者
の
育
成
。

二
、
伴
奏
が
出
来
る
レ
ベ
ル
の
研
修
内
容

三
、
温
習
会
で
成
果
発
表
を
行
な
う
。

実
施
内
容

一
、
演
奏
指
導
は
磯
田
副
会
長
に
お
願
い

す
る
。

二
、
参
加
は
経
験
の
有
無
を
問
わ
ず
希
望

者
と
す
る
。

三
、
研
修
会
は
年
４
回
次
の
日
程
で
行
う

六
月
廿
七
日

（金
）

十
七
時
三
十
分

九
月
甘
七
日

（金
）
　

　

　

一

十

一
月
廿

一
日

（金
）
十
九
時
三
十
分

十

一
月
廿
八
日

（金
）

□
詩
歌
研
修
担
当
年
間
計
画

一
、
テ
ー
マ
　
李
白
、
杜
甫
、
王
維
の
盛

唐
三
大
詩
人
と
そ
の
作
品
を
四
月
よ
り

各
四
回
取
り
上
げ
る
予
定
．

二
、
参
加
者
は
希
望
者
と
す
る
が
全
教
場

よ
り
の
参
加
を
要
望
す
る
。

三
、
研
修
会
は
毎
月
第
四
木
曜
日
十
四
時

よ
り
二
時
間

四
、
教
材
　
教
本
天
、
続
天
、
地
の
巻

ロ
コ
ン
ク
ー
ル
担
当

岳
精
流
全
国
吟
道
大
会
は
男
子
チ
ー
ム

の
出
場
と
決
定
、
昨
年
の
武
道
館
大
会
の

参
加
メ
ン
バ
ー
を
出
場
候
補
と
し
て
、
三

月
六
日
よ
り
九
回
の
練
習
日
を
設
定
、
順

調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

○
各
会
場
に
つ
い
て
は
、
担
当
よ
り
連
絡

し
ま
す
。

国
国

園

薗
硼

司

ョ
颯

割

劇

曇
町
田
湧
山
氏

（神
田
）
五
位
入
賞

二
月
廿
九
日

「
サ
ン
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
」

で
開
催
の
、
第
四
回
岳
精
流
全
国
吟
詠

コ

ン
ク
ー
ル
は
、
総
勢
九
十
七
名
の
代
表
が

全
国
か
ら
出
場
。
千
代
田
か
ら
も
、
前
号

で
紹
介
の
四
氏
が
寿
栄
の
部
に
出
吟
し
た

が
、
並
み
居
る
高
段
者
出
場
の
激
戦
の
中
、

町
田
湧
山
氏
が
実
力
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
、

見
事
五
位
に
千
代
田
と
し
て
初
め
て
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

（出
吟
者
廿
名
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

含

圃

瑠

褒

目

η

ョ

割

劇

今
年
は
男
子
チ
ー
ム
が
挑
戦

研
修
部
門
の
コ
ン
ク
ー
ル
担
当
の
初
仕

事
は
、
六
月
廿
二
日
開
催
の
岳
精
流
全
国

吟
道
大
会
の
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
。
男
子
チ

ー
ム
が
挑
戦
と
決
ま
り
、
昨
年
の
武
道
館

大
会
で
八
位
入
賞
メ
ン
バ
ー
を
指
名
、
全

国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
予
選
二
連
覇
の
林
吾

風
神
田
教
場
長
を
先
導
に
選
び
、
上
位
入

賞
を
目
指
し
て
二
月
六
日
よ
り
九
回
の
特

訓
が
行
わ
れ
て
い
る
。

昨
年
ま
で
の
出
場
チ
ー
ム
は
、
十
人
揃

っ
た
練
習
が
殆
ど
出
来
な
か

っ
た
が
、
毎

回
候
補
者
ほ
ぼ
全
員
が
出
席
、
今
年
の
意

気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
厳
し
い
切
磋
琢

磨
で
最
高
の
合
吟
が
披
露
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
よ
う
。

吟
題
は

「
雪
中
の
華
詩
」
市
河
寛
斎
作
．

星野久泉 <清 水 >



若
葉
の
如
く
瑞
々
し
く
伸
び
よ
う

春
雨
が
降

っ
て
百
穀
を
潤
す
二
十
四
節

気

「穀
雨
」
の
前
日
、
土
手
の
桜
も
散
り

若
緑
が
眼
に
映
え
る
市
ヶ
谷
で
昇
伝
審
査

が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
最
多
の
百
十
七

名
が
審
査
を
受
け
た
。
内
訳
は
男
八
０
名

女
三
十
七
名
と
会
発
足
以
来
、
男
性
優
位

の
千
代
田
と
し
て
女
性
会
員
が
初
め
て
三

割
を
超
え
た
。
ま
た
寿
栄
会
員
は
廿
六
名

で
あ

っ
た
。

審
査
は
横
山
精
真
宗
嗣
、
山
城
龍
和
指

導
本
部
員
の
両
先
生
。

終
了
後
、
飯
田
会
長
か
ら

「
両
先
生
よ

り
過
分
の
お
誉
め
の
講
評
を
戴
い
た
が
、

私
も
前
回
に
比
し
て
格
段
の
上
達
と
思
う

と
挨
拶
が
あ
り
、
山
城
先
生
は

「初
心
者

が
上
手
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
」
宗
嗣
は

「習
う
よ
り
慣
れ
る
と
云
う
が
、
慣
れ
た

ら
も
う

一
度
習
う
こ
と
が
肝
腎
、
車
の
運

転
も
同
じ
事
」
と
異
回
同
音
に
中
高
段
者

へ
の
奮
起
を
促
し
、
戒
め
の
講
評
だ

っ
た

昇
伝
審
査
を
顧
み
て

ハ
ザ
マ
教
場
　
原
田
　
政
敏

初
の
詩
吟
昇
伝
審
査
に
臨
み
、
所
懐
の

一
端
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

最
初
に
宗
嗣
横
山
精
真
先
生
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、　
一
月
に
ハ
ザ
マ
教
場
に
入
会
い

た
し
ま
し
て
ま
だ
三
ヵ
月
、
そ
の
間
飯
田

会
長
、
鈴
木
教
場
長
の
お
二
方
よ
り
懇
篤

な
ど
指
導
頂
き
、
今
回
昇
伝
審
査
に
出
場

す
る
よ
う
ご
指
示
を
受
け
ま
し
た
が
、
私

と
し
て
は
驚
き
と
不
安
で

一
杯
で
し
た
。

吟
詠
の
極
意
は
、
松
口
月
城
作

「
岳
精

会
会
詩
」
を
熟
読
玩
味
し
、
そ
の
精
神
を

「真
善
美
」
に
表
現
す
る
事
が
真
髄
と
信

じ
、
鋭
意
、
誠
心
誠
意
吟
じ
終
え
ま
し
た
。

横
山
先
生
よ
り
の
講
評
で
は

「転
句
に

力
が
入
り
音
程
を
狂
わ
せ
た
」
と
。
失
態

に
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
す
。

私
は
旧
制
中
学
卒
業
後
、
信
託
銀
行
員

二
年
で
徴
兵
、
久
留
米
歩
兵
第
四
八
聯
隊

に
入
隊
し
、
ソ
満
国
境
の
旧
満
州
国
牡
丹

江
省
東
寧
に
配
備
さ
れ
、
そ
の
後
上
官
の

勧
め
で
奉
天
予
備
士
官
学
校
で
幹
部
候
補

生
を
志
し
、
軍
事
教
育
を
受
け
ま
し
た
。

配
属
さ
れ
た
班
長
が
詩
吟
に
精
通
し
て

い
た
為
、
毎
夕
点
呼
後
、
号
令
調
整
の
特

訓
と
し
て
詩
吟
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

何
ら
精
し
い
説
明
も
無
く
、
班
長
の
声
に

合
わ
せ
て
合
吟
し
な
が
ら
会
得
し
ま
し
た
。

僅
か
九
ヵ
月
で
し
た
が

「全
州
裁
下
の

作
」

「
露
重
山
」

「九
月
十
日
」

「
九
月

十
二
在
津
中
の
作
」

「裁
山
」

「
夫
箱
会

「
不
議
島
機
山
を
撃

つ
の
国
に
通
す
」
等

練
習
し
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
と
思
い
ま
す

が
詩
を
吟
じ
た
り
、
他
人
の
吟
詠
を
聞

こ
と
で
五
体
の
充
実
感
を
覚
え
ま
す
。

若
い
頃
の
音
質
と
比
べ
よ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
精

一
杯
腹
の
底
か
ら
声
を
出
す

事
が
私
の
健
康
管
理
の
最
良
の
策
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
諸
先
生
、
諸
先
輩
吟
友
の

皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
頂
き
精
進

し
、
上
達
を
目
指
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

お
手
柔
ら
か
な
講
評

清
水
教
場
　
山
口
　
　
勝

私
が
詩
吟
と
出
会

っ
た
の
は
、
長
年
勤

め
た
会
社
を
退
職
し
、
気
持
ち
と
時
間
に

少
し
ゆ
と
り
が
出
来
た
昨
年
暮
れ
の
事
で

し
た
。
元
々
歴
史
や
故
事
に
興
味
が
あ
り
、

漢
詩
を
唯
読
む
こ
と
に
物
足
り
な
さ
を
感

じ
て
い
た
矢
先
、
偶
々
清
水
教
場
を
知
り

入
会
。
そ
こ
で
、
声
を
上
げ
詩
吟
を
通
し

て
歴
史
に
触
れ
る
喜
び
を
知

っ
た
私
は
忽

ち
そ
の
奥
深
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
今
で
は
生

活
に
欠
か
せ
な
い
楽
し
み
の

一
つ
に
な

っ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
昇
伝
審
査
は
、
私
に
と

っ
て
初
め
て
の
教
場
外
で
の
経
験
、
し
か

も
ト
ッ
プ
の
出
番
。
些
か
動
揺
し
な
が
ら

待
ち
、
つ
い
に
開
始
。
無
我
夢
中
で
曹
植

の

「
七
歩

の
詩
」
を
吟
じ
終
え
、
横
山
精

真
先
生
の
審
査
結
果
を
耳
に
し
た
と
た
ん
、

よ
う
や
く
緊
張
か
ら
開
放
さ
れ
ま
し
た
。

「初
め
て
で
す
ね
、
結
構
で
す
よ
、
た
だ

全
体
に
も
う
少
し
滑
ら
か
さ
が
表
現
出
来

れ
ば
、
な
お
よ
る
し
い
で
す
」
と
の
誠
に

お
手
柔
ら
か
な
講
評
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

詩
心
と
高
い
格
調
を
目
指
し
て
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縁
あ

っ
て
出
会

っ
た
詩
吟
。
こ
れ
か
ら

も
末
永
い
良
き
趣
味
と
し
て
、
ま
た
教
場

内
外
の
方
々
と
の
出
逢
い
を
大
切
に
し
て

ゆ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
て
の
昇
伝
審
査

丸
の
内
女
子
教
場
　
藤
原
　
寿
子

昇
伝
審
査
を
終
え
た
今
、
熱
い
コ
コ
ア

を
飲
み
な
が
ら
、
ほ

っ
と
し
て
い
る
処
で

す
。今
年
の
初
め
の
こ
と
、
四
月
に
は
昇
伝

審
査
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
と
先
生
か
ら

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
入
会
し
た
ば
か
り

の
私
に
は
他
人
事
の
よ
う
に
思

っ
て
い
ま

し
た
し
、
仕
事
の
都
合
で
思
う
よ
う
に
練

習
が
出
来
な
い
状
態
で
し
た
。
日
が
追

っ

て
も
先
生
の
テ
ー
プ
が
頼
り
の
練
習
で
し

た
が
、
八
十
五
歳
の
母
が
興
味
を
持
ち
、

私
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
人
さ
ま

の
前
で
声
を
出
す
こ
と
は
苦
手
で
し
た
が

今
回
の
こ
と
は
良
い
経
験
で
し
た
。

詩
吟
は
、
む
ず
か
し
い
で
す
が
折
角
の

機
会
で
す
！
こ
れ
か
ら
も
先
生
方
、
先
輩

の
皆
様
の
ご
指
導
を
得
な
が
ら
、
詩
吟
を

楽
し
む
こ
と
が
出
来
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

吟
の
奥
深
さ
草
加
分
室
　
渡
邊
　
千
英
子

「
今
は
人
格
者
に
習
え
」
こ
の
母
の

一
言

が
吟

へ
の
興
味
の

一
歩
で
し
た
。
吟
と
云

う
と
地
味
な
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
く
、
習
い

ぼ

め
た
母
が
何
故
そ
ん
な
に
楽
し
そ
う
´́な

の
か
不
思
議
で
し
た
。
自
分
で
体
験
す
る

ま
で
は
。
今
回
初
め
て
分
か
り
ま
し
た
。

腹
の
底
か
ら
声
を
出
す
と
い
う
こ
と
が

一
種
の
快
感
だ
と
。
詩
を
学
ぶ
と
い
う
こ

と
、
礼
節
を
身
に
付
け
る
と
い
う
こ
と
。

練
習
す
る
に
つ
れ
、
奥
の
深
さ
に
魅
せ

ら
れ
ま
し
た
。

今
回
昇
伝
審
査
を
受
け
て
、
吟
に
携
わ

る
人
々
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

品
の
あ
る
方
々
の
生
き
生
き
と
し
た
姿

を
目
の
当
り
に
し
て
、
あ
の

一
言
に
納
得

が
ゆ
き
ま
し
た
。
人
生
を
学
ぶ
意
味
で
も
、

こ
の
機
会
を
大
切
に
し
て
吟
道
を
歩
み
た

い
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

昇
伝
審
査
会
に
参
加
し
て

丸
の
内
第

一
教
場
　
橋
本
　
静
江

と
う
と
う
当
日
に
な
り
、
会
場
に
参
り

ま
し
た
。
皆
様
の
元
気
と
活
気
の
あ
る
会

場
の
雰
囲
気
に
私
も
つ
ら
れ
て
、
井
手
先

生
の
ご
指
導
を
頭
に
入
れ
、
何
時
も
の
練

習
通
り
に
出
来
れ
ば
と
、
気
張
ら
ず
に
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
居
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
審
査
、
部
屋
の
中
は
審
査
の

先
生
。
井
手
先
生
の
伴
奏
は
暖
か
さ
が
感

じ
ら
れ
、　
一
番
目
の
安
谷
屋
さ
ん
は
大
変

落
着
い
て
居
ら
れ
、
私
も
引
か
れ
て
吟
じ

ま
し
た
。
ま
だ

一
年
に
も
な
ら
ぬ
ヒ
ヨ
コ

で
す
が
、
何
十
年
振
り
に
受
験
と
い
う
緊

張
感
を
味
わ
い
、
若
返
り
の
気
分
を
味
わ

い
ま
し
た
。
古
希
を
過
ぎ
て
詩
吟
に
巡
り

会
い
、
声
を
出
す
喜
び
を
覚
え
ま
す
。
人

生

一
生
勉
強
で
あ
る
事
を
実
感
い
た
し
ま

し
た
。
誘

っ
て
下
さ

っ
た
大
先
輩
の
稲
垣

様
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
可
愛
が
ら
れ

る
生
徒
で
あ
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
後
共
皆
様
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

十■
十■
十■
十■
十■
十■
十■
十■
十■
十■
十■
十■
十■
十■
十■
十■

平
成
十
五
年
度
昇
伝
者

（敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

中
　
伝
　
丸
の
内
第

一　
　
福
田
　
伶
山

丸
の
内
第
二
　
　
堀
　
　
哲
山

東
陽
町
　
　
　
　
武
田
　
弘
山

渋
谷
　
辰
山

前
田
　
道
山

青
木
　
隆
山

青
木
　
洋
山

神
田
　
　
　
　
　
大
竹
　
霞
山

町
田
　
湧
山

ハ
ザ
マ
　
　
　
　
佐
藤
　
甲
山

初
　
伝
　
丸
の
内
第

一　
　

木
村
　
槻
泉

丸
の
内
第
二
　
　
唐
沢
　
道
泉

清
水
　
　
　
　
　
溝
口
　
徳
泉

神
田
　
　
　
　
　
渡
邊
　
笙
泉

ハ
ザ
マ
　
　
　
　
佐
藤
　
光
泉

山
本
　
静
泉

和
田
　
神
泉

宮
崎
　
無
泉

有
馬
　
幸
泉

錬
水
　
　
　
　
　
伊
藤
　
浩
泉

本
田
　
昭
泉

池
田
　
幹
泉

越
村
　
梢
泉

緒
方
　
泰
泉
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吟
剣
詩
舞
道
連
盟
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
吟
剣
詩
舞
道
連
盟

吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
地
区
予
選
が
、
三
月
十

六
日
の
港
区
を
皮
切
り
に
廿
二
日
の
品
川

区
、
四
月
六
日
の
川
崎
と
開
催
さ
れ
、
千

代
田
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
総
計
三
十
七
名
が

出
吟
し
た
。

結
果
は
、
優
勝
三
名
、
二
位

一
名
、
四

位

一
名
、
入
賞
四
名
と
九
名
が
実
力
を
発

揮
し
て
、
栄
誉
を
獲
得
さ
れ
、
千
代
田
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
が
実
証
さ
れ
た
。

内
訳
は
、
廿
八
名
出
場
の
港
区
で
七
十

歳
以
上
の
二
部
で
優
勝
渋
谷
辰
山
氏

（東

陽
町
）
二
位
城
戸
稲
山
氏

（
ハ
ザ
マ
副
教

場
長
）
入
賞
中
川
睦
泉
氏
、
遊
佐
梅
泉
氏
、

功
刀
蒼
泉
氏

（
ハ
ザ
マ
）
と
圧
倒
的
な
結

果
で
あ
っ
た
が
、
若
手
、
中
堅
が
出
場
の

一
部
、
二
部
で
は
残
念
な
が
ら
千
代
田
か

ら
入
賞
出
来
な
か
っ
た
。
惜
し
く
も
入
賞

を
逃
し
た
僅
差
と
見
ら
れ
る
方
も
多
く
、

来
年
の
捲
土
重
来
を
期
待
し
よ
う
。

八
名
出
場
の
品
川
区
で
は
、
二
部
の
林

吾
風
教
場
長

（神
田
）
が
昨
年
に
続
き
優

勝
、
二
部
で
は
橋
本
淳
泉
さ
ん

（神
田
）

が
優
勝
と
総
合
優
勝
を
独
占
、
菅
原
琴
風

教
場
長

（丸
女
）
が
四
位
と
な

っ
た
。

川
崎
地
区
で
は

一
人
三
部
に
出
場
の
山

手
英
泉
氏

（清
水
）
が
入
賞
し
た
。

橋
本
淳
泉
さ
ん
は
総
合
優
勝
に
よ
り
来

年
の
都
大
会

ヘ
シ
ー
ド
さ
れ
た
。

品
川
区
連
の
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
に
初
参

一

加
し
、
思
い
も
か
け
な
か

っ
た
大
賞
を
戴

き
ま
し
た
。
当
日
挑
戦
し
た
人
の
中
で

一

位
に
な

っ
た
の
で
す
。
何
と
幸
運
‥
女
神

が
微
笑
み
を
く
れ
た
の
で
す
。　
一
位
に
な

る
こ
と
な
ど
想
像
だ
に
し
ま
せ
ん
か
ら
、

当
日
は
ま
る
で
他
人
事
の
よ
う
で
、
ピ
ン

と
来
ま
せ
ん
で
し
た

し
か
し
、
重
く
て
美
し
い
カ
ッ
プ
を
頂

き
、
そ
れ
を
目
に
し
た
小
学
二
年
生
の
孫

か
ら

「厚
子
さ
ん
凄
い
ね
」
と
尊
敬
の
眼

差
し
。

「
う
―
ん
、
悪
く
な
い
な
あ
―
こ

の
気
分
」
幾

つ
に
な

っ
て
も
出
会

っ
た
時
、

や
ろ
う
１
と
思

っ
た
時
が

「出
発
の
日
」

な
の
だ
と
改
め
て
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。

私
は
縁
が
あ

っ
て
吟
の
世
界
に
入

っ
て

丸
四
年
経
過
。
初
め
の
頃
、
畑
違
い
か
？

と
思
う
程
戸
惑
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
仲ゴ

ン

名

入
賞
六
名

優
勝

楽
し
く
、
次
第
に
吟
に
魅
せ
ら
れ
、
熱
心

な
指
導
者
に
恵
ま
れ
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
出

場
す
る
こ
と
に
…
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
心
得

は
ベ
テ
ラ
ン
教
場
長
よ
り
細
部
に
亙
り
指

導
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。
ま
だ

マ
イ
ク

の
使
い
方
な
ど
は
難
し
い
と
感
じ
ま
す
。

私
は
新
入
り
、
駄
目
で
元
々
、
絶
句
し

た
時
は
仕
方
な
い
。
無
心
で
い
こ
う
と
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
案
外

良
か

っ
た
か
も
…
。

吟
の
勉
強
も
や

っ
と
緒
に
つ
い
た
ば
か

り
で
す
が
、
さ
さ
や
か
な
夢
を
持
ち
続
け

夢
に
向
か

っ
て
存
分
に
燃
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
こ
迄
ご
指
導
戴
い
た
先
生
と
先

輩
方
の
暖
か
い
人
々
の
お
か
げ
で
す
。

心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

独
吟

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
吟
し
て

東
陽
町
教
場
　
渋
谷
　
辰
山

こ
の
度
、
図
ら
ず
も
港
区
吟
詠

コ
ン
ク

ー
ル
の

一
般
二
部
で
優
勝
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
実
は
昨
年
出
吟
し
た
時
は
、

出
だ
し
か
ら
つ
ま
ず
い
て
結
果
を
出
す
こ

と
が
出
来
ず
、
捲
土
重
来
を
期
し
て
来
年

も
挑
戦
し
ま
す
と

「
ち
よ
だ
十
四
号
」
に

報
告
し
ま
し
た
の
で
す
が
、
こ
こ
で
漸
く

常
日
頃
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
下
さ
っ
た
宗
嗣
、

会
長
、
副
会
長
は
じ
め
多
く
の
吟
友
の
ご

声
援
に
応
え
る
事
が
出
来
で
、
喜
び
と
共

に
安
堵
の
気
持
で

一
杯
で
す
。

今
回
の
課
題
吟
の
中
か
ら
最
初
に
私
か

選
ん
だ
の
は

「独
柳
」
で
し
た
。
と
こ
ろ
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が

一
月
の
会
長
特
調
の
際

「独
柳
」
は
繊

細
な
女
性
心
理
を
謹

っ
て
い
る
詩
だ
か
ら

表
現
が
難
し
い
。

「九
段
の
桜
」
の
方
が

陸
士
出
身
者
と
し
て
相
応
し
い
の
で
は
な

い
か
と
、
ご
指
摘
を
受
け
た
の
で
す
。
今

な
ら
間
に
合
う
か
も
知
れ
な
い
と
云
わ
れ

て
、
そ
の
晩
急
ぎ
和
田
精
栄
先
生
に
電
話

し
て
お
願
い
し
た
処
、
間

一
髪
間
に
合

っ

て
変
更
の
手
続
き
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
終
了
時
の
審
査
委
員
長
の

講
評
で
は
特
に
詩
情
表
現
の
大
切
な
事
が

述
べ
ら
れ
、
山
の
持

っ
て
い
き
方
の
難
し

い
例
と
し
て

「独
柳
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
自
分
に
合

っ
た
吟
の
選
択
が
如
何
に

大
切
で
あ
る
か
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ

た
次
第
で
す
。

続
い
て
二
週
間
後
、
岳
精
流
全
国
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
寿
栄
の
部
に
出
吟
の
機
会
を

頂
き
ま
し
た
が
、
流
石
に
流
統
の
レ
ベ
ル

は
高
い
と
大
い
に
感
じ
入

っ
た

一
日
で
し

た
。三

度
目
の
正
直
清
水
教
場
　
山
手
　
英
泉

飯
国
会
長
の
気
軽
な

一
言
で
、
つ
い
そ

の
気
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
が
運
の
尽
き

で
、
年
初
以
来

「董
大
に
別
る
」
に
取
付

か
れ
、
毎
日
の
よ
う
に

「愁
う
る
莫
か
れ

の
詩
文
と
は
裏
腹
に
、
コ
ン
ク
ー
ル
当
日

ま
で

（特
に
川
崎
地
区
で
は
千
代
田
か
ら

唯

一
人
出
場
と
い
う
こ
と
も
あ
り
）
憂
え

続
け
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
何
と
し
た
こ
と
か
、
会
長
、

副
会
長
を
始
め
諸
氏
の
力
強
い
ご
指
導
ご

声
援
の
お
陰
で
、
図
ら
ず
も
予
選
を
パ
ス

す
る
こ
と
が
出
来
、
改
め
て
感
謝
の
気
持

ち
で

一
杯
で
す
。

今
回
の
出
場
は
三
度
日
で
す
が
、
入
賞

の
如
何
に
拘
ら
ず
、
挑
戦
す
る
毎
に
、　
一

歩

一
歩
吟
力
が
、
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ

っ
て
確
実
に
磨
か
れ
て
い
く
こ
と
を
実
感

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
更
に
県
大
会

に
向
け
て
、
今
回
の
感
動
を
忘
れ
ず
に
精

進
し
て
行
き
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

う
な
ず
け
る
委
員
長
評

清
水
教
場
　
井
手
　
竹
泉

三
月
十
六
日
九
時
半
、
開
場
と
共
に
第

廿
五
回
港
区
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
が
開
か
れ

る
御
成
門
小
学
校
の
玄
関
を
入

っ
た
。

今
迄
は
六
本
木
の
麻
布
区
民
ホ
ー
ル
を

会
場
と
し
て
い
た
が
、
小
学
校
体
育
館
で

の
開
催
と
は
、
と
若
干
奇
異
に
思

っ
た
が
、

玄
関
横
の
表
示
石
を
見
て
驚
い
た
。
明
治

三
年
創
立
の
輌
絵
小
学
校
他
七
校
を
統
合

し
た
学
校
と
の
こ
と
。
ま
さ
に
日
本
の
文

明
開
化
時
、
全
国
民
教
育
の
義
務
化
揺
筐

期
に
ス
タ
ー
ト
し
た
処
。
今
は
種
々
工
夫

さ
れ
た
最
新
の
設
備
を
誇

っ
て
い
て
、
日

頃
小
学
校
を
覗
い
た
こ
と
の
な
い
私
に
と

っ
て
は
大
変
珍
し
い
感
動
だ

っ
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
す
れ
ば
、
都

大
会
、
東
日
本
大
会
を
経
て
九
月
の
全
国

大
会

へ
の
道
が
開
か
れ
る
初
め
の
コ
ン
ク

ー
ル
で
あ
る
。
幼
年
、
青
年
、　
一
般

一
・

三

・
三
の
五
部
で
全
百
廿
八
名
、
岳
精
流

か
ら
三
十
七
名

（内
千
代
田
廿
八
名
）
の

参
加
。
皆
日
頃
の
修
錬
の
結
果
を
精

一
杯

披
露
し
四
時
半
吟
じ
終
え
た
。

私
自
身
は

「
裁
眉
山
月
の
歌
」
で
挑
戦
。

練
習
中
は
詩
句
を
憶
え
る
の
に
苦
労
し

た
が
、
会
場
で
は
絶
句
す
る
こ
と
も
な
く
、

「
ま
あ
ま
あ
」
と
思

っ
て
い
た
が
結
果
は

落
選
。
―
残
念
．
最
後
に
審
査
委
員
長
の

講
評
か
あ
り

「
『
崚
眉
山
月
の
歌
』
を
吟

題
に
選
ん
だ
人
が
多
い
の
で
、
こ
れ
を
基

に
講
評
す
る
。
年
配
者
が
多
い
の
に
、
出

吟
者
は
必
要
以
上
に
ガ
ナ
リ
立
て
、
こ
の

詩
句
の
詩
情
に
添
わ
な
い
。
又
詩
旬
の
発

音
が
は

っ
き
り
し
な
い
人
が
あ
る
」
と
話

さ
れ
た
。
考
え
て
み
る
と
皆
自
分
に
適
合

す
る
。
落
選
が
当
然
か
。
来
年
こ
そ
頑
張

ス
了
フ
。
千
代
田
岳
精
会
か
ら
の
出
場
者
の
成
績

は
、　
一
般
三
部
で
東
陽
町
の
渋
谷
辰
山
氏

が
優
勝
、
ハ
ザ
マ
は
城
戸
稲
山
氏
が
二
位
、

中
川
睦
泉
氏
、
遊
佐
梅
泉
氏
、
功
刀
蒼
泉

氏
が
入
賞
と
計
五
名
の
赫
々
た
る
成
果
．

各
氏
の
全
国
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
す

る
や
切
で
あ
る
。
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【私
の
心
に
残
る

一
詩
】
そ
の
十

丸
の
内
第

一
教
場
　
伴
　
手
風

や
は
り
唐
詩
、
そ
し
て
李
白
。

「
一
詩
」
と
請
わ
れ
る
迷
う
。
漢
詩
の
世

界
は
素
晴
ら
し
い
。
特
に
唐
詩
と
な
れ
ば

洗
練
さ
れ
た
韻
文
形
式
、
更
に
は
ス
ケ
ー

ル
、
奥
行
き
の
深
さ
に
加
え
、
情

（こ
こ

ろ
）
ま
で
籠
め
ら
れ
て
完
成
さ
れ
た
域
に

立
ち
至
る
。
こ
の
唐
代
三
百
年
間
に
詠
ま

れ
た
全
詩
は
四
万
九
千
首

（作
者
は
二
千

三
百
人
）
に
達
す
る
と
い
わ
れ
る
。

落
ち
着
い
た
の
は
や
は
り

「李
白
」
。

わ
が
愛
し
て
己
ま
ぬ
詩
仙
の
七
言
絶
句
。

見
舞
衡
を
実
す
　
　
李
　
台

日
本
見
舞
辞
帝
尋
　
在
帆

一
片
逹
蓬
壺

明
月
不
帰
沈
碧
海
　
台
雲
愁
色
満
春
梧

吾
等
が
万
葉
の
歌
人
安
部
仲
麻
呂
の
遭

難
の
報
に
接
し
、
働
哭
の
情
を
詠
い
込
ん

だ
感
動
の

一
句
で
あ
る
。

仲
麻
呂
は
養
老
元
年

（七

一
七
）
第
三

次
遣
唐
使
に
選
ば
れ
、
長
安
の
地
に
到
達

す
る

（十
九
歳
）
玄
宗
皇
帝
か
ら

「晃
衡

の
中
国
名
を
賜
り
、
そ
の
下
で
李
白
と
親

交
す
る
こ
と
三
年
の
み
。
仲
麻
呂
遭
難
三

年
後
の
詩
だ
が
、
終
始
親
友
の
死
を
悔
や

み
、
全
編
を
通
し
て
涙
し
て
い
る
名
句
と

い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
の
絶
旬
に
接
し
得
た
の
は
詩
吟
の
教

場
。
得
も
い
え
ず
胸
に
追
る
想
い
は
未
だ

深
く
消
え
る
べ
く
も
な
い
。

転
旬
の

「
明
月
帰
ら
ず
…
」
の
そ
の
月

は
、
仲
麻
呂
の

「
三
笠
の
山
に
…
月
か
も

の
伸
麻
呂
自
身
を
そ
の
ま
ま
擬
し
て
詠
み

込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

伸
麻
呂
は
代
宗
の
大
歴
五
年

（七
七
〇
）

長
安
で
死
出
の
旅
に
つ
く

（七
十
三
歳
）
。

卒
後
、
灘
州
大
都
督
を
追
贈
さ
れ
る
。

役
二
品
で
あ
る
か
ら
宰
相

（僕
射
）
と
同

格
で
あ

っ
た
。

菫

聯

剰

窒

御

劃

覇

懇

人
物
の
多
面
観
察
に
興
味

神
田
教
場
　
福
島
　
赳
山

手
許
に
あ
る
解
説
書
を
速
読
し
て
出
席

し
た
が
、

「詩
仙
李
白
」
の
人
物
調
査
の

な
か
で
、
渋
谷
辰
山
さ
ん
が
、
李
自
の
遍

歴
し
た
場
所
と
詩
、
年
代
を

一
表
に
さ
れ

た
努
力
が
強
く
印
象
に
残

っ
た
。
何
故
か

と
云
え
ば
、
李
自
の
千
五
十
首
の
詩
の
う

ち
、
五
分
の

一
程
度
は
時
期
が
判
明
し
て

い
る
が
、
あ
と
は
判
定
し
難
い
と
解
説
書

に
出
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
山
口
隆
泉
さ
ん
が

「
裁
眉
山
月

の
歌
」
を
前
田
道
山
さ
ん
が

「
独
り
数
キ

山
に
座
す
」
の
解
説
を
さ
れ
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
お
人
柄
が
滲
み
出
て
よ
か

っ
た
。

何
故

「李
白
」
の
詩
は
時
期
が

ハ
ッ
キ

リ
し
な
い
も
の
が
多
い
の
か
。

「李
白
」
の
詩
は
、
天
馬
が
大
空
を
駆

け
る
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
に
溢
れ
、

明
る
く
て
人
を
驚
か
せ
る
よ
う
な
空
想
力

に
富
ん
で
い
る
。
詩
を
つ
く
る
能
力
、
才

能
は
若
い
時
か
ら
晩
年
ま
で
衰
え
な
か

っ

た
。
絶
旬
の
名
手
だ

っ
た
。
ま
た
、
幾
度

も
同
じ
場
所
に
出
か
け
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。
二
〇
〇

一
年
、
四
川
省
江
油
市
で

「李

白
生
誕
千
三
百
年
の
記
念

シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ

ム
」
が
開
催
さ
れ
た
が
、
詩
歌
研
究
会
の

集
ま
り
に
よ

っ
て
、
今
後
、
´
大
勢
の
千
代

田
の
方
々
に
よ
る
人
物
の
多
面
観
察
が
進

む
の
で
な
い
か
と
、
大
き
な
希
望
が
生
ま

れ
た
次
第
で
あ
る
。

よ多豊 つ開に唐谷
な りく富た催第第辰新
り指
｀
な
°｀
一下山 し｀

名関資今参回の りく
更 さ心料回加研詩 :ス
にれのをは者究人ダタ

期た深使正は会¬ ll
待参 さ つ副三を詩

Vト

が加がて り十
｀
仙がの

高者伺の 1名 明李四詩
まがわ発 ダと治白月歌
つ担れ表 l大 生

L十
研

て当るにが盛命を五究
いす
゛
質担会食テ日会

るる次間当で堂 :に ⌒°
事回 もしあでマ盛渋
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吟
楽
部
門
こ
け
ら
落
し
観
桜
吟
行
会

清
明

の
時
節
雨
紛
紛

吟
業
部
門
の
初
仕
事
と
な
っ
た
四
月
五

日
は
杜
牧
の
詩

「清
明
」
そ
の
侭
の
雨
紛

々
、
花
見
は
中
止
と
な
り
、
参
加
者
は
市

ヶ
谷
宮
崎
県
東
京
ビ
ル
ヘ
直
行
と
な

っ
た
。

約
六
十
名
の
吟
友
は

「真
善
美
」
と
岳

精
会
会
詩
、
飯
国
会
長
の
挨
拶
で
、
早
速

お
酒
と
郷
土
料
理
に
、
女
性
陣
心
尽
く
し

の
差
し
入
れ
も
加
わ
り
早
速
話
が
弾
む
。

程
よ
く
喉
が
潤

っ
た
処
で
、
吟
楽
部
門

町
田
湧
山
氏
司
会
、
演
奏
部
門
荻
裕
山
、

西
川
宗
泉
、
前
田
達
也
氏
の
伴
奏
と
新
し

い
組
織
の
メ
ン
バ
ー
担
当
で
教
場
毎
合
吟
、

教
場
代
表
独
吟
と
吟
詠
開
始
。
批
評
抜
き

の
気
楽
さ
か
、
気
分
も
乗

っ
て
合
吟
は
楽

し
く
、
独
吟
は
豪
快
に
、
ま
た
華
一麗
に
披

露
さ
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

会
長
、
副
会
長
の
模
範
吟
詠
も
拝
聴
し
、

ま
だ
吟
じ
足
り
な
い
人
も
多
い
中
、
時
刻

が
迫
り
、
磯
田
副
会
長
の
中
締
め
で
終
了

と
な
っ
た
が
、
そ
ば
降
る
中
を
、
場
所
を

求
め
て
急
ぐ
グ
ル
ー
プ
、
追
い
出
さ
れ
る

ま
で
会
場
で
粘

っ
た
グ
ル
ー
プ
。
皆
さ
ん

精
気
溌
刺
お
元
気
で
し
た
。

教
場
合
吟
吟
題

丸
の
内
第

一　

江
倫
に
贈
る
　
　
李
　
白

丸
の
内
第
二
　
清
明
　
　
　
　
　
杜
　
牧

東
陽
町
　
　
　
鶏
鵠
楼
に
登
る
　
王
之
換

清
水
　
　
山
中
幽
人
と
対
酌
す
　
李
　
自

神
田
　
　
静
夜
思
　
　
　
　
　
　
李
　
白

ハ
ザ
マ
　
春
夜
　
　
　
　
　
　
　
蘇
　
載

錬
水
　
　
春
暁
　
　
　
　
　
　
日
柳
燕
石

丸
の
内
女
子
　
清
明
　
　
　
　
　
杜
　
牧

代
表
独
吟

草
加
　
寒
梅

　

（新
島
襄
）

主目
木
恭
子

丸

一
　

七
歩
の
詩

（曹
植
）

林
　
筑
山

丸
二
　
胡
隠
君
を
尋
ぬ

（高
啓
）
野
沢
柳
泉

東
陽
町
　
酒
に
対
す

（自
居
易
）
太
田
晴
山

清
水
　
山
行

　

　

（杜
牧
）

湯
山
申
泉

神
田
　
江
倫
に
贈
る

（李
白
）
福
島
赳
山

ハ
ザ
マ
　
寒
梅

　

（新
島
襄
）
城
戸
稲
山

錬
水
　
立
山
を
望
む
　
　
　
　
】石
本
行
泉

（国
分
青
圧
）

丸
女
　
百
忍
の
詩

（中
江
藤
樹
）
板
橋
和
子

春
の
吟
行
会
に
参
加
し
て

丸
の
内
第

一
教
場
　
安
谷
屋
サ
チ
子

入
会
し
て
初
め
て
参
加
す
る
吟
行
会
は

“
花
に
嵐
”
の
言
葉
の
と
お
り
桜
は
満
開

で
申
し
分
な
い
の
に
強
風
に
冷
た
い
雨
と
、

舞
台
装
置
も
賑
や
か
に
揃

っ
て
し
ま
い
、

楽
し
み
に
し
て
い
た
お
花
見
は
出
来
ず
、

止
む
な
く
会
場
に
直
行
で
す
。

会
長
先
生
の
開
会
の
お
言
葉
は

「駅
を

出
た
途
端
に
傘
は
オ
チ
ョ
■
に
な
り
、
帽

子
は
飛
ば
さ
れ
る
し
、
幸
い
美
人
が
拾

っ

て
く
れ
た
か
ら
良
か
っ
た
け
ど
」
と
天
候

の
凄
さ
を
早
速
に
披
露
さ
れ
、
皆
様
の
笑

い
の
う
ち
に
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。

会
場
は
外
の
花
嵐
を
吹
き
飛
ば
す
が
如

く
盛
況
で
満
員
。
圧
倒
的
に
男
性
が
大
勢

い
る
の
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
力
強
い

男
声
の
独
吟
は
素
晴
ら
し
く
、
あ
と
に
続

い
た
女
性
の
美
し
い
高
音
の
吟
詠
が
花
に

負
け
じ
と
色
を
添
え
て
、
初
参
加
の
私
は

す

っ
か
り
詩
吟
の
素
晴
ら
し
さ
、
楽
し
さ

を
堪
能
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

吟
行
会
を
運
営
さ
れ
た
皆
様
に
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
ラ
ご
ざ
い
ま

し
た
。

星野久泉 <清 水 >

呵

象

到

目

薯

ヨ

鮒

菫

昨
年
に
続
き
若
葉
萌
え
る
名
園
で

昨
年
十
月
に
続
き
小
石
川
後
楽
園
涵
徳

亭
で
婦
人
部
の
着
付
け
教
室
が
四
月
十
九

日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

部
門
リ
ー
ダ
ー
菅
原
琴
風
先
生
　
の
着

付
け
教
室
、
吟
の
お
勉
強
、
そ
し
て
少
し

？
お
酒
も
入

っ
て
　
楽
し
い
会
食
と
十
七

時
よ
り
三
時
間
半
、
濃
密
な
吟
楽
の
至
福

の
刻
を
持

っ
た
参
加
者
は
十
四
名
の
方
々

で
し
た
。

秋
に
は
、
第
二
回
が
予
定
さ
れ
て
い
る

と
の
事
、
婦
人
部
の
皆
さ
ん
方
、
沢
山
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
１
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【
鑽

絋

】

知
　
覧

丸
の
内
第
二
教
場
　
八
日
　
玉
泉

廿
世
紀
最
後
の
年
の
秋
、
友
人
と
南
九

州
旅
行
で

「知
覧
町
」
を
訪
ね
る
機
会
が

あ
っ
た
。
我
々
の
世
代
ま
で
は
よ
く
憶
え

て
い
る
第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
、
迫
り

来
る
連
合
軍
の
大
軍
か
ら
愛
す
る
祖
国
と
、

家
族
を
護
る
為

「特
攻
隊
」
と
し
て
若
い

勇
士
達
が
肉
弾
攻
撃
に
飛
び
立

っ
た
陸
軍

基
地
の
跡
だ
。

「知
覧
特
攻
平
和
記
念
館

の
正
面
に
若
い
飛
行
服
の
隊
員
と
、
少
し

離
れ
て
モ
ン
ペ
姿
の
母
親
が
見
上
げ
て
い

る
銅
像
が
建

っ
て
い
た
。
こ
れ
だ
け
で
も

胸
に
迫
る
も
の
が
あ
る
。

双
発
と
単
発
の
２
機
の
特
攻
機
、
壁
に

隊
毎
に
隊
員
の
遺
影
、
雲
流
る
る
果
て
の

激
戦
の
南
海

へ
飛
び
立

っ
た
若
者
は
千
三

十
六
人
、
う
ち
朝
鮮
出
身
者
十

一
人
、
遺

影
の
中
に
幼
い
顔
が
幾
つ
も
、
何
と
十
七

歳
。
凛
々
し
い
笑
顔
だ
、
熱
い
も
の
が
溢

れ
面
影
が
霞
ん
だ
。
入
場
者
は
年
代
を
問

わ
ず
粛
然
と
解
説
を
聞
き
、
遺
書
に
眼
を

お
と
し
て
い
た
。
親
に
先
立
つ
不
孝
を
詫

び
、
弟
妹
に
両
親

へ
の
孝
養
を
託
し
、
悠

久
の
大
義
を
信
じ
殉
じ
た
若
者
達
。

彼
等
が
、
命
を
懸
け
て
守
ろ
う
と
し
た

日
本
は
確
か
に

一
流
の
経
済
大
国
と
し
て

復
興
し
た
。
不
肖
我
々
も
そ
の

一
菫
（を
担

っ
た
。
し
か
し
現
状
は
彼
等
の
期
待
し
た

平
和
国
家
だ
ろ
う
か
。
何
か
重
い
荷
を
肩

に
ず
し
り
と
乗
せ
ら
れ
た
よ
う
に
疲
れ
て

外

へ
出
た
。

建
物
の
隣
り
の
関
散
と
し
た
赤
い
屋
根

の
小
さ
な
特
攻
神
社
で
、
遺
影
と
同
じ
歳

位
の
少
年
が

一
人
、
菊
の
花
と
線
香
を
供

え
て
手
を
合
せ
て
い
た
。
私
も
松
口
月
城

作

「特
別
攻
撃
隊
」

「神
風
特
攻
撃
隊
を

憶
う
」
を
献
吟
す
る
。
声
が
震
え
た
。

若
き
勇
者
の
影
し
い
遺
影
の
前
に
立
つ

こ
と
を
多
く
の
日
本
人
に
勧
め
た
い
。

【

新

会

員

紹

介
】

◇

ハ
ザ
マ
教
場

野
中
　
賢
佑
氏

（
一
月
入
会
）

当
教
場
唯

一
、
現
職
活
躍
中
で
す
。

永
年
親
し
ん
で
い
る
水
彩
画
は
、
出
張

時
に
も
小
型
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
手
放

な
さ
な
い
と
の
こ
と
。
そ
の
他
園
芸
管

理
士
の
資
格
を
持
ち
、
庭
園
作
業
に
い

そ
し
ん
だ
り
、
ゴ
ル
フ
に
打
込
む
な
ど
、

ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
毎
日
で
す
。

原
田
　
政
敏
氏

（
一
月
入
会
）

若
か
り
し
頃
、
士
官
学
校
教
官
の
美

声
朗
々
の
吟
に
魅
せ
ら
れ
て
、
詩
吟
に

親
し
ん
だ
と
の
こ
と
。
幅
広
い
趣
味
ゝ

中
で
も
尺
八
演
奏
は
都
山
流
師
範
の
腕

前
。
そ
の
他
ゴ
ル
フ
、
卓
球
、
釣
な
ど

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
若
々
し
さ
江
溢

の
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
草
加
分
室

（丸
の
内
第
二
教
場
）

渡
邊
　
千
英
子
さ
ん

（三
月
入
会
）

草
加
分
室
の
貸
主
さ
ん
で
も
あ
る
渡

邊
幸
泉
さ
ん
の
愛
娘
、
元
三
菱
銀
行
華

の
Ｏ
Ｌ
で
、
目
下
花
婿
募
集
中
の
素
敵

な
お
嬢
さ
ん
。
若
さ
溢
れ
る
草
加
に
更

に
甘
代
で
八
本
の
声
が
加
わ
り
ま
し
た
。

輝
く
新
星
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
高
橋
進

泉
さ
ん

（丸
の
内
第

一
）

平
成
十
五
年

一
月
廿
四
日
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
享
年
六
十
九
歳
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

吻
は

順

鱚

辟

暖
冬
の
予
測
が
外
れ
て
、
早
春
賦
の
歌

詞
の
よ
う
な
日
々
で
し
た
。
そ
の
中
で
米

英
の
イ
ラ
ク
攻
撃
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

根
底
に
、
宗
教
間
の
根
深
い
憎
し
み
が

有
る
と
す
る
と
、
宗
教
心
の
薄
い
日
本
人

に
は
理
解
し
難
い
物
が
有
り
ま
す
。
聖
戦

と
か
、
殉
教
な
ど
殺
数
を
肯
定
す
る
教
え

は
人
類
の
為
に
有
害
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
、
予
選
優
勝
者

が
三
名
と
目
覚
ま
し
い
活
躍
で
し
た
。

着
実
な
会
員
増
加
で
毎
年
昇
伝
審
査
受

審
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
教
室
確
保

が
厳
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
　

（八
日
）

-10-


